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Dans le labyrintheについて
-—想像力から現実ヘー一—
奥 純
Dans le labyrinthe (1959)1lはAlainRobbe-Grilletの，デヴュー作 Les
gommes (1953)から数えて，第四作目の小説である。
この作品ほ，とりあえず，一人の兵士の物語ではある。戦場から逃げの
びたその兵士が，死亡した戦友から託された一つの箱を，受け取り人に渡
すために，舞台となる町にやってくる。だが，受け取り人が一体誰なのか，
待ち合わせ場所が正確にはどこなのか，兵士自身にもわからず，疲労困憩
し，熱病にうかされ，見知らぬ町の中で孤立しおびえきったその兵士ほ，. . . . 
雪の降る街路をさんざんうろつきまわったあげく，ひょんな事から敵に発
見され射殺されてしまう。このように読み取れば，作品中に，何かカフカ
的な雰囲気を持った，兵士の悲劇の物語を見出すことができるのであるが，
しかし結局のところ．そのような読み取り方では何らの解決にも至らな
い。というのも，作品の中に一連の統一的な物語を見出すには，実際上，
あまりにも矛盾した記述が多く，また物語の時間的・空間的配列も，あま
りにも支離滅裂だからである。
そこで，物語から，そういった一切の悲劇性を免除するものが，作品の
冒頭と終りだけに出てくる一人称単数の代名詞 (je~ とくmoi)と，そして
終り近くに一度だけ登場する所有形容詞 (ma)なのである。2>Bruce Mor-
1) Alain Robbe-Grillet, Dans le labyrinthe, Les editions de minuit, 1959. こ
の作品には，他に， Uniongenerale d'editionsのポケット版もあるが，本論中
のペー ジ数の指示はすぺて， minuit版のものである。
2) 作品は， Jesuis seul ici, maintenant, (…） . (p. 9)で始まり，（…）， ettoute 
la ville derriere moi. (p. 221)でおわる。途中， 211ペー ジに， Ama derniere 
visite, (…)．という記述がある。
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rissette氏ほ (Lededale de la creation romanesque► と題された Dans
le labyrintheに関する論考3)の中で．この作品を，冒頭でくje}と名乗っ
たきり終りまで声だけの存在となってしまう一人の話者が．自分が閉じこ
もっている部屋にある様々なオプジェを材料にして，兵士の物語を作り出
すプロセスを描いたものである．とする読み取り方を提示している。この
指摘ほ大変理解しやすいものであり．また作品の持つ特殊な構成の意味を，
ある面みごとに説明し得るものなので．この作品の読み方の一つのスタン
ダードとして充分に価値のあるものと思われるが，一方，氏の意見をあま
りに強調しすぎると．そこにまた多少の問題が湧き上がってくる。結局，
Morrissette氏の意見氏話者が今，現に居る室内の場景という現実から．
兵士の物語という架空の想像力の世界が生み出されるとするところに立脚
するものであり，確かにそれもまた正しいのであるが，実際上，ある種の
先入観を捨てて作品を読む時．そこには逆に想像力の世界から現実へと至
る流れも存在することがわかる。これは切り捨ててしまうにはあまりにも
．． 
重大な余りであり，そこで， B.Morrissette氏の意見にそういう逆の面を
加味して，より根本的な Robbe-Grillet的命題というものを掘り起こそう
というのが本論の目的である。
1) 小説の小説
まず.Morrissette氏の意見にそったところで，分析をはじめなければ
ならない。
作品ほ，大別すると，話者が居る室内の描写と．その室内以外の場所で
生起する兵士の物語から成立している。物語ほ．その両者の間を往復する
形で展開してゆくが，室内の描写がかなり固定的な印象を与えるのに対し．
屋外の描写ほ次のように大変任意のものである。
Dehors il pleut, dehors on marche sous la pluie (…)．（…）； dehors il 
3) Bruce Morrissette, Les romans de Robhe-Grillet, Les editions de minuit, 
1963. p.p. 149~180. 
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fait froid, le vent souffie entre les branches noires denudees. (..). 
Dehors il y a du soleil, il n'y a pas un arbre, ni un arbuste, pour donner 
de l'ombre, et l'on marche en plein soleil, (…） . Dehors il neige. 
Le vent chasse sur l'asphalte sombre du trottoir les fins cristeaux 
secs, (…） .') 
そしてまた，話者は，最後のページに至るまで，部屋から外へ出た気配も
なく，さらに，部屋の窓にほ分厚いカーテンがかかっていて，外をうかが
うこともできないので，室内以外の場面に関する記述は，すべて純粋に話
者の想像によるものであることが，容易に理解し得るのである。
ところで，室内の描写ほ，最終的に次のように固定される。
Dehors il neige. (…） . Les flocons serres descendent doucement, 
dans une chute uniforme, ininterrompue, verticale-car il n'y a pas 
un souffie d'air-devant les hautes fai;ades grises, (…） .s) 
このように固定されるのは，おそらく，雪の降り積もる場景が，室内の静
かにほこりが積もってゆくという場景と現象面で一致しており，さらに，
室内の静けさをも含んでいるために，話者にとって満足のゆくものである
からであろう。このような，室内の描写と兵士の物語との間のイマージュ
の対応ほ，たとえば，同じく雪の降る景色と室内の壁紙の模様，その壁紙
の模様と物語に登場する少年のイマージュ，街燈のフィラメントと室内の
電気スタンドのフィラメントなどなど，例をあげれば切りがないほどであ
り，室内の様々なイマージュが兵士の物語に転移している。従って，一見
したところ支離滅裂なこの作品を支配している秩序というのほ，一種の連
想のようなものなのだろうと思われる。
さて，話者が，そういう連想を駆使して物語を作り出してゆくシステム
の原型ほ，次のような例に見ることができる。兵士の物語ほ，テクストの
30ページあたりから始まる少年と兵士の出会いの場面から，本格的にスタ
4) A. Robbe-Grillet, op. cit., p.p. 9~11. 
5) ibid., p.p. 14~15. 
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ートすることになるが，その場面は，連続して描かれる合計4つのヴァリ
エーションから出来ている。つまり，いずれも出会いの場面であることは
変わらないが，その場所が居酒屋の中であったり，雪の降り積もる街路で
あったり，あるいはまた，二人の交す会話の内容が少しずつ違っていたりす
るわけである。そして最後に，話者による次のようなコメントが記される。
Pourtant, c'est bien le meme gamin qui precede le soldat quand celui-
ci penetre clans la salle de cafe, (…） . Le soldat a done du le rencon-
trer plusieurs fois, tandis qu'il tournait en rond dans le quadrillage 
des rues identiques.6l 
要するに，話者はまず，兵士と少年の出会いの場面を何種類か思い描き，
次いで，それらの場面に論理的統ーを与えようとし，少年と兵士は何度も
出会ったのだ，ということにするところで，物語の断片が発生するわけで
ある。従って，兵士と少年が何度も出会ったので何度も描かれているので
はなく，逆に，何度も描かれたがゆえに何度も出会ったことになるわけで，
このような逆説的メカニズムを理解することは，この作品を読むにあたっ
て大変重要なことであろう。同じようにして，兵士が立ち寄るアバルトマ
ンに居る足の不自由な傷痰軍人は，いろいろな場所に突然描かれたがゆえ
に，すばやく移動することのできる贋の傷痕軍人となり，兵士は，何度も
くり返しをさされ，支離滅裂な描写の中に描かれたがゆえに，夢遊病者の
ような半病人となるわけである。
このように，この話者においてほ，論理的統合能力よりも，想像力の方
が先行しているので，こうして作り出される兵士の物語ほ，決して完成を
めざして進展してゆくものではない。ふとしたはずみで，以前に描いた場
面と同じ場面を描いてしまったり，ひどい時にほ，出発点である室内の描
6) ibid., p. 38. 
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写に戻ったりする？）わけで．作品の表題にある「迷路」は．本当ほ．こう
いう話者の想像力の展開の中に浮かびあがるのである。そして．話者の想
像力の活動の行き着く先ほというと．それは作品の終りの方に見ることが
できる。そこで話者は，それまで思い描いてきた兵士の物語を．登場人物
別に要約しようとするのであるが．次にあげるものが，その要約の一部分
である。
Le patron du cafe, pour sa part, est enigmatique, ou insignifiant. 
I ne dit pas un seul mot, ne fait pas un seul geste ; ce gros homme 
chauve peut aussi bien etre un espion ou un indicateur de police, la 
nature de ses reflexions est impossible a determiner.8) 
これでは．話者が要約に成功しているとは言えない。というのも，彼の注
意は明らかにカフェの主人に集中していて．想像力がまた活動を始めてい
るからである。つまり，彼が自らを閉じ込めてゆく迷路には．出口がない
わけである。
このようにして物語を作り出す話者の想像力の展開システムを．若干シ
ステマチックに整理すれば．およそ次のようになるであろう。すなわち．
話者ほまず．室内にある特定のイマージュに注目して．そこから一連の場
面を思い描く。すると無意識に．それらの場面を論理的に統合しようとす
る意志が働き．一応ほ統一される。ところが．要ほ組み合わせの問題であ
るから．イマージュのストックは無限にあり．それらのイマージュを使っ
7) ibid., p.p. 95~96. 
I remarque a cet instant que la porte est entrouverte: porte, couloir, 
porte, vestibule, porte, puis enfin une piece eclairee, et une table avec un 
verre vide dont le fond contient encore un cercle de liquide rouge sombre, 
et un infirme qui s'appuie sur sa bequille, (…） . Non. Porte entrebaillee. 
Couloir. Escalier. Femme qui monte en courant d'etage en etage, (…）． 
Porte. Et enfin une piece eclairee: lit, commode, cheminee, bureau avec 
une lampe (…）， et l'abat-jour (..). Non. Au-dessus de la commode une 
gravure encadree de bois noir est fixee…Non. Non. Non. 
8) ibid., p. 217. 
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て物語はさまざまに発展してゆく。そうすると，すでに統一された諸場面
の間に，微妙なずれや矛盾や破壊が起こり，またしても統一しなければな
らなくなる。だから，想像力の迷路をつくり出すメカニズムの原動力は，
創造と破壊の弁証法なのである。9) そういうわけで，作品は一種モビール
状の構造10)を持ち， こういうメカニズムは原理として永久に動き続ける
ものなので，作品の終りの記述が，始まりとほとんど同じになるという円
環構造を持つことになるわけである。
2) 想像力から現実へ
さて，それでは，作品の持つモビール状の構造ほ，物語を作り出す話者
の想像力の展開を如実にあらわすためにあり，言いかえれば， Robbe-
Grilletほ，新手の心理的レアリスムを実現するために， この作品を書い
たのであるうか。確かに，そういう問題も Robbe-Grilletにおいて大変重
要な問題であるにはちがいないが，決してそれだけではないだるう。とい
うのも，もしそれだけなら，作品は，いつになっても物語を完成すること
ができない，作家として最悪の人物を描いたナンセンスな作品になってし
まうからである。そこで，作品をもう少し子細に検討すると浮かびあがっ
てくるのが，次のような問題なのである。すなわち，話者は，室内にある
無数のイマージュから架空の物語を作り出すが，同時に彼は，物語を作り
出しつつ，室内の場景という現実をも作り出すのだ，ということである。
まず，室内の描写ほ，確かにかなり固定的な印象を与えるが，しかし実
9) このようなシステムの，多少なりとも具体的でより詳しい検証については，拙
論『「迷路の中で」における迷路について』（千里山文学論集 第21号，昭和54
年3月）を参照されたい。
10) この作品の邦訳「迷路の中で」（新潮社刊）の訳者である平岡篤頼氏によれば．
こういう構造はモビールというよりもむしろ，例えば現代音楽で lamusique 
涎rielleなどと呼ぶ，そのセリーという言葉の方がふさわしいとのことであ
る。確かにそのように思われるが，とにかく今は，言葉の一般性などから考え. 
て，あえて「モビール状の」などという表現を使用させていただくことにした。
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ほ，その現実性はかなり疑わしいものなのである。つまり，室内の描写も，
出てくるたびに微妙に変化するのである。例えば，当初描かれなかった壁
の割れ目の描写が付け加わったり，始めタンスの上にあった箱が，終りに
ほ引き出しの中にあることになる，などである。もちろんこれには，話者
がそこから物語を作り出すために，より子細に室内の状態を検討してゆく
からだとか，物語を作っている間に，話者はタンスの上から箱を取りあげ
て眺め，終りにその箱を引き出しの中に仕舞い込むのだ，などといった理
由を考えることほできるわけだが，しかし，問題はそこにとどまるもので
ほない。というのも，始めに出てくる室内の描写それ自体の中にもイマー
ジュの対応や転移があり，そこにも話者の想像力の関与が認められるから
である。話者がいる室内にあるテープルの上に積もったホコリの上にほ，
ナイフのような十字の跡がついているが，それほ暖炉棚の上などにも認め
られる。
Le marbre noir de la cheminee, comme tout le reste, est recouvert 
de poussiere grise. (…）, la couche (..) est uniforme sur toute la 
surface de la tablette ; aucun objet present n'encombre celle-ci et un 
seul y a laisse sa trace, nette et noire au beau milieu du rectangle. 
C'est la meme croix a quatre branches (…） . Un motif analogue 
orne encore le papier peint des murs. (...): un fleuron, une espece 
de clou de girofle, ou un minuscule flambeau, dont le manche est 
constitue par ce qui etait tout a l'heure la lame d'un poignard, le 
manche de ce poignard figurant maintenant la flamme, et les deux 
appendices lateraux (..) representant (..) la petite coupe qui 
empeche les matieres brfirantes de couler le long du manche.11> 
引用が長くなるので，以下は省略するがさらに，この引用文の終りの方に
出てくる燭台，つまり照明のイマージュが，この直後に，室内のテーブル
の上にあるランプの描写を呼ぶことになるわけである。
11) A. Robbe-Grillet. op. cit., p. 19. 
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さて，そういう室内の描写の中でも，とりわけ変化の著しいものが，壁
にかかった居酒屋の店内を描いた版画である。始めは，カウンターの向う
に居る店の主人や，店内で議論に熱中する客達や，奥のテープルに坐った
三人の兵士や，床の上に箱を抱えて坐り込んだ少年などが，そこに描かれ
ていることになるのだが，次第に，それらの描写に，工プロンをしたウェ
イトレスが加わったり，店の奥にある玉突き場への出入口が描かれたりす
る。要するに，だんだん詳しく描かれてゆくことになるわけである。
もし，室内の場景やそこにある様々なものが，兵士の物語の情況設定に
役立つとすれば，この絵ほ，物語に登場人物の大部分を提供することにな
るだろう。そうすれば，絵の描写の変化の中に，またしても，話者がより
詳細に絵を検討してゆくプロセスを見ればよい，ということになるが，今
度こそ，決してそうではない。本論の第 1章で見たことから，作品内の記
述の順序ほ，話者の内的時間の流れにきわめて忠実なものであると思われ
るが，もしそうなら，新しい人物なり物なりは，まず始めに絵の中に描か
れ，そのあとで物語の中に生かされるはずである。ところが，実際上，む
しろ逆の場合も多いのである。
例えば，ゆったりしたスカートをほいた女ほ，まず始めに，テクストの
55ページで，兵士の物語中に登場し， 12) それから後に， 111ページで，ゃ
っと絵の中に登場する。13) また，絵の描写は24ページからはじめて登場す
るが，その直前にある屋外の描写の中で，すでにく男只つは女パやく子供)など
という言葉が述べられ，り子供只：いう言葉は，まだそれ以前に， 21ページ
ですでに登場しているのである。
La premiere porte est entrouverte sur un corridor obscur, laissant 
12) ibid., p. 5. 
(..), i y a une femme en large jupe et long tablier serre a lataile, 
qui regarde vers la porte ouverte de la maison (..). 
13) ibid., p. 111. 
(…) ： une serveuse a lasilhouette svelte (…） . Elle est vetue d'une 
robe simple a tres large jupe froncee, serree a lataille (…)． 
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entre ses deux battants inegaux un intervalle noir assez large pour 
que s'y glisse un homme, ou du moins un enfant.w 
Et toute la scene demeure vide : sans un homme, ni une femme, 
ni meme un enfant.15' 
このように見れば，子供のイマージュほ，扉のすき間からの類推によって
生まれたものであり，女のイマージュ（なぜか老人は無いのであるが）は，
人間の簡単な種類分けから生まれてきたものだとも言えそうな気がするし，
まだそれ以前に，部屋の壁紙に描かれた人間のような十字の形のイマージ
ュも存在する。従って，結局この絵ほ，一つの収敏点として，話者の内的
世界を写し出す鏡のような働きをしているわけである。そしてまた，室内
全体の描写についても，主人公の兵士が持ち歩く箱ほ，テクストの20ペー
ジで，その箱をかかえた兵士がまず描かれ， 16) 次いで22ページで，その箱
が室内の描写に組み入れられることになるのだから， 17) ある程度，絵と同
様の機能をそこに認めることができるだろう。
さらにもう一点述べておかねばならない。話者は，終りの方で，次の
ような文章を記すことによって，主人公の兵士の死を事実看取った人物に
なる。
A ma derniere visite, la troisieme piqfire a ete inutile. Le soldat 
blesse etait mort.18> 
そこで， {mavisite)という言葉ほ，現実と夢想との境目を取り除くも
14) ibid., p. 21. 
15) ibid., p. 24. 
16) ibid., p. 20. 
Le soldat porte un paquet sous son bras gauche. 
17) ibid., p. 2. 
La boite enveloppee de papier brun se trouve main tenant sur la commode. 
18) ibid., p. 21. 
46 
のであるとしている， JeanAlter氏の指摘19)に注目せねばならない。つ
まり，もし話者が，現に兵士の死に立ち会った人物であるなら，その兵士
ほもとより，その場に居合わせた女や傷洟軍人など，様々な人物の存在が
現実のものとなり，物語全体も，次第に現実色が濃くなってくるのである。
かくして読者は，架空の話だと思って読んでいると．それがいつのまにか
現実になってしまうという，ちょうどメビウスの輪のような，奇妙な道程
を辿ることになるのである。
3) 結論
以上のように．作品は．話者が想像力の世界を作り出すと同時に．まさ
にそうすることによって，室内の場景という現実をも作り出す物語なので
ある。結局, Robbe-Grilletの世界とは，現象学的還元というものが不可
能な世界であるわけで，否定的な表現を用いれば，話者は，自分の想像を
重ね合わせてしか現実を見ることができない，ということになる。しかし，
話者が目にするこのようなものを，無碍に仮象，あるいほ贋物と呼んでよ
いものかどうか。前作 Lajalousie l'C. 登場する話者の場合，この話者は，
A…という女性と近隣に住む男との接近に嫉妬を抱き，二人のあるがまま
の関係，すなわち現実を探ろうとして，かえって自分が作り出した仮象の
世界に埋もれてゆく。従って，彼が目にするものほ，まさに仮象だと言え
るわけであるが，一方 Dansle labyrinthe の話者の場合，あるがままの
部屋の状態など，もとより意に介してほいない。彼方に，唯一無二の現実
というものを措定することをやめてしまった場合，むしるこの話者は，想. . . .. 
像力の世界を作り出すことによって現実を創造的に発見してゆくのだ，と
いう言い方の仕うが正しく，彼が目にするものほ，確かに唯一無二のもの
ではないが，考えてみれば大変身近な，やはりある種の現実なのである。
これは GeorgesPouletの「人間的時間」をもじって，物理的理念的現実
19) Jean Alter, La vision du monde d'Alain Rohhe-Grillet—Structures et 
si印1ijications—, Droz, 1966, p. 43. 
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に対して，「人間的現実」とでも呼べば良いのだるうか。
それほともかく，デヴュー作の Lesgommes (1953)において，架空の
殺人事件が最後に現実となるような物語を書いて以来，主人公がおこなっ
たと思われる殺人事件が，主人公の意識を通してしか描かれず，その殺人
場面がページを追うにつれて増殖してゆくような作品 Levoyeur (1955) 
を書き，次いで Lajalousie (1957) においては， 外部の世界と内観とが
接する点として，主人公の網膜に写った映像を克明に描き出し，そして最
近に至っては， Lamaison de rendez-vous (1965)など，イマージュや言
葉などがぶつかり合うたびに，ひたすらその場かぎりの物語が生まれてほ
壊れてゆくような作品を書く Robbe-Grilletにおいて，このような想像力
と現実との優劣関係の逆転こそが，発展しつつも一貫して流れる一つの重
要な命題なのだ，と思われるのである。いわゆるレアリスムというものの，
みごとな逆説である。
ただ，現実とは想像力によって作り出されるものである，と言えば，ず
いぶん楽観的な雰囲気がするのであるが， Robbe-Grilletが来日した時の，
「結局，現実ほ存在しない。現実とは人間の精神がつくりあげたものだ。」20)
という彼自身の言葉には，何かニヒルで破壊的なものも感じられる。考え
てみれば，この Dansle labyrintheにおいて， 全体に薄暗い雰囲気と，
すべてが曖味模糊とした主観に帰してゆくという作品の構成そのものの中
に，社会が複雑化してゆく中で，個人が疎外され，どんどん自己の中に幽
閉されてゆくという現代人の悲劇を読みとることもできようし，また，そ
こには，今日の虚構ほ明日の現実たり得るという，なにかしら不安な現代
社会の情況をも反映していると言えぬことほない。そしてとりわけ，彼方
に確固たる現実が存在しなくなると同時に，こちら側でも，相対的に，持
続的で首尾一貫した精神を持つ個人というものが存在し難くなるので，こ
ういう想像力と現実の関係の逆転には，あまり楽観的な世界観を見ない仕
20) 朝日ジャーナル,1978年11月24日号.p. 91. 
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うがよいだろう。ともあれ，そこにほ，主践の上に居直り，閉塞状態を打
破しようとする意志ほ充分に感じられるのである。
ところで，室内にとじこもって兵士の物語を作り出す話者というのは，
同じようにしてこの作品を読む我々読者のことでもある。かくして，我々
もまた，作品のモビール状の構造を前にして，そういう現実を作り出す想
像力のきわどいアヴァンチュールヘと誘い込まれることになるわけである。
〔付記〕
筆者はすでに『「迷路の中で」における迷路について』（千里山文学論集
第21号，昭和54年3月）と題された小論において，同一の作品について若
干の考察をおこなったことがある。その論旨をさらに発展させて， 1981年
5月，青山学院大学における日本フランス語フランス文学会春季大会でロ
頭発表をおこなった。本稿ほ，その発表原稿に多少の手を加えたものであ
る。以上のことをお断わりしておきたい。
（本学非常勤講師）
